
驚難黒騒 No.889 人口と世帯 

顕
彰
状
が贈
られ
た
右
上
か
ら雑
建
雛

m
蘇
鱈
」
」
弱
 

ー
百
三

十
八

名
を

顕

彰

ー
 

第
三
十
四
回五
所

川
原
市
老

人
福

祉

大

会
 

8 月29日現在（ ）内は前回比、男 23,979 (- 1）女 26,649（十 6）計 50,628 (+ 5 ）世帯 17,686（十26) 

10月2 日、市民体育館で約1 .300人が参加し、第34回五所川原市老人福祉大会が行われノました。 

式典では、 j或田市長が 「元気なお姿を拝見して大変うれノしく,思います。今日、社会福祉や経済面が

世界のトップクラスになったのも長年にわたる皆様の知恵と努力の賜！物であり心から感謝します」 と

長寿を祝福しました。 その後、一人ひとりに市長からねぎらいの言葉と一緒に顕章列犬が手渡され,まし

た。 （関連記事 2 ページ） 
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こ
れ
か
、
りも
お
ー
ル』
丸で
 

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に
 

市
老

人

福

祉
大
会
 

九
月
二
1
七
日
、
松
島

小
学
校
の
校
舎
や
屋
内
運

動
場
の
建
替
工
事
が
完
了

し
、
落
成
記
念
式
典
が
屋

内
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

建
替
工
事
は
市
が
七
年

度
か
ら
総
工
費
約
十
二
億

ニ
千
七
百
万
円
を
か
け
、
 

校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
 

ー
ト
造
二
階
建
て
で
、
延

べ
床
面
積
約
二
千
三
百
六

十
平
方
メ
ー
ト
ル
。
 

中
央
に
は
多
目
的
ホ
ー
 

ル
を
配
置
し
、
 コ
ン
ピ
ユ
 

ー
タ
専
用
の
教
室
を
設
け

ま
し
た
。
ま
た
、
屋
内
運

動
場
は
、
シ
ャ
ワ
ー
室
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
な

ど
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
機
能

を
充
実
し
ま
し
た
。
 

式
典
で
成
田
市
長
は
、
 

「充
実
し
た
施
設
、
設
備

を
十
分
に
活
用
し
、
ま
す

ま
す
勉
学
に
励
み
次
代
を

担
う
立
派
な
人
間
に
な
る

よ
う
努
カ
し
て
く
だ
さ
い
」
 

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

  

完成を祝い式辞を述べる
成田市長 

顕
彰
状
を
贈
呈
さ
れ
た
力
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 （
敬
称
略順
不
同
）
 

〇
九
十
五
歳
以
上
の
長
寿
者
（
二
十
八
名
）
 

百
ニ
歳
 
川
浪
き
を

（
藻川
）
・
横
嶋
な
を
 

（
金
山）
 
・
中村
と
し

（
柳
町）
 

亘
威
 
一
一
浦
か
し（
金
山）
 

九
十
八
歳
 
封
馬
タ
ケ

（
金
山）
 ・
伊藤
し

わ

（
漆川
）
 
・
横
嶋イ
セ
（
錦
町
）
 
・成
田

善
作
（
小
曲
）
 

九
十
七
歳
 
坂
本
ソ
メ
（
幾
島
町
）
 
・
小山

ゆ
き
（
金
山
）
 

九
十
六
歳
 
長
内
き
ん

（
松
野木
）
 
・
蝦名

イ
ョ
（
中
平
井
町
）
 
・
青山
サ
ョ

（
湊）
 

松
本
ソ
ョ
（
金
山
）
 
・
野村
ト
シ

（
雛
田）
 

・

木
村
建
蔵

（
上平
井
町
）
 
・永
毒
芳

（
金

山
）
 

九
十
五
歳
 
一
戸
サ
キ

（広
田
）
 
・成
田
タ

キ

（
藻川
）
 
・
杉
山
ョ
シ（
毘
沙
門）
 
・太

田
善
七

（長
富
）
 
・
山形
善
太
郎
（
田
川
）
 

・

笹
森
3
ね
（
浅
井
）
ニ
」
上ク
ニ
（
飯
詰）
 

・

木
村
タ
キ

（長
富
）
・
館
山
策
（
幾世
森
）
 

・

上
原
ニ
ワ

（
高瀬
）
・
藤
田サ
ワ
（
錦
町）
 

〇
八
十
八
歳
に
達
し
た
長
寿
者
（
百十
名
）
 

工
藤
直
作
（
金
山
）
 
・
今
ソョ
（
神
山
）
 

・

野
呂
き
勢
子
（
太
刀
打
）
・村
田
富
造
（
金

山
）
 
・
今
キサ
（
松
島
町
）
・
工
藤
志ふ
（持

子
沢
）
 
・
派谷
重
吉

（
松
島
町）
 
・
寺
田イ
 
 

ョ

（
松
島町
）
 
・
洋き
ぬ

（若
葉
）
 
・藤
田

鉄
五
郎
（
芭
蕉
）
 
・
田口
イ
ト

（
沖飯
詰
）
 

・

葛
西
フ
ユ
（
一野
坪
）
 
・
土井
き
み

（
若

葉
）
 
・米
谷
ア
サ
（
前
田
野
目
）
 
・舘
山
松

四
郎
（
種
井
）
 
・
井
沢
惣太郎
（
太
刀
打
）
 

・

工
藤
照

（
七
ッ館
）
 ・
清
野タ
マ
（
松
野

木
）
 ・
三
上り
つ
（
蓮
沼）
 
・高
橋
や
急
釜

山
）
 ・
エ
藤ミ
ツ
（俵
元
）

・
和
田
ツ
セ
（
前

田
野
目
）
 
・片
岡
ヒ
サ
（
金
山
）
 
・太
田
良

太
郎
（
水
野
尾
）
 
・
毛
内
千代
太
郎
（
吹畑
）
 

・

斎
藤
イ
サ
（
神
山
）
 
・
其田
イ
ネ
（
下
岩

崎
）
 
・竹
谷
や
い

（
藻川
）
 
・
小
田桐
フ
ョ
 

（
漆川
）
 
・笠
井
あ
倉

（
桜
田）
 
・藤
森
し

急

（川
山
）
 
・
鶴谷
安
雄
（
松
島
町
）
 
・
田

中
良
一
 （
太刀
打
）
 
・福
士
ス
ワ

（
高
野）
 

・

石
岡
キ
ヲ

（
野
里）
 
・増
田
ト
ョ
（長
富
）
 

・

黒
瀧
武
一
 （本
町
）
 
・粛
藤
ス
エ
（錦
町
）
 

・

木
村
り
せ

（
鎌谷
町
）
・川
村
貞
次
郎
（長

橋
字
橋
元
）
 
・松
洋
吉
太
郎
（
川
山
）
 
・
平

山
ソ
ョ

（
湊
）
 
・
舘
山
ア
子
（長
橋
字
広
野
）
 

・小
山
内
き
す

（神
山
）
 
・
葛西
タ
ミ

（
太

刀
打
）
 
・石
岡
ち
急
（
野
里）
・今
マ
ツ
（
持

子
沢
）
 
・
阿部
円
次
郎
（
羽
野
木
沢
）
 
・長

内
さ
く
ら

（
松
野木
）
 ・
蝦
名
る
り
（米
田
）
 

・

吉
岡
キ
ヌ
（
雛
田
）
 
・
山川
祐
治
郎
（
新

宮
町
）
 
・福
士
い
さ

（
梅
田）
 
・増
田
や
よ
 

（長
富
）
 
・鶴
谷
さ
わ

（
幾世
森
）
 ・
前
田
 
 

や
倉

（
梅
田）
 
・佐
藤
み
よ
（
毘
沙
門
）
 
・

須
郷
仁
次
郎
（
金
山
）
 
・柴
田
福
蔵
（
下
岩

崎
）
 ・
漬
舘
キ
ヤ

（金
山
）
・
平山
ク
ニ
（姥

落
）
 ・
高
松
キ
ョ

（
幾世
森
）
 
・
田中
キ
ョ
 

（高
瀬
）
・
小
野
ツ
子

（
一
野
坪）
・
川
浪
直

治

（
藻川
）
 
・
小笠
原
キ
ョ
（
前
田
野
目
）
 

・

山
形
イ
マ
（
田
川
）
 
・木
村
ま
よ
（
漆川
）
 

・

鳴
海
ヤ
ェ
（
広
田
）
 
・福
井
助
次
郎

（
梅

田
）
 ・
工藤
松
四
郎
（
中
泉
）
・
須
藤
喜代

次

（
福
山）
 
・
中
村そ
め

（
七
ッ舘
）
 
・
佐

藤
ト
ミ
ェ

（
幾世
森
）
 
・
高橋
ソ
ョ
（
金
山）
 

・

前
田
を
3

（
藻川
）
 
・
葛西
つ
や
（本
町
）
 

・

洋
田
健
造
（
上
平
井
町
）
・福
士
良
一
（
高

野
）
 ・
三
上
フ
ミ

（
持
子
沢）
 
・成
田
ち
せ
 

（錦
町
）
 
・
千葉
十
蔵
（
東
町
）
 
・成
田
タ

カ
（
幾
世
森
）
 
・成
田
3
め

（
幾世
森
）
・

成
田
一
雄
（
毘
沙
門
）
 
・原
千
香
子
（
新宮
）
 

・

金
川
や
倉

（
布
屋
町）
 
・
伊藤
ス
ワ

（
原

子
）
 
・
土岐
正
次
郎
（
野
里
）
 
・長
尾
マ
ツ

コ

（鶴
ケ
岡
）
 
・竹
谷
倉
吉

（
藻川
）
 
・高

橋
竹
五
郎
（
金
山
）
 
・
土
岐
ト
ョ

（
神
山
）
 

・

原
田
敬
作
（
長
富
）
 
・
毛
内金
次
郎
（
川

端
町
）
 
・鶴
谷
キ
ワ

（
金
山
）
 
・
浅
利
ま
め
 

（
幾世
森
）
 
・
小
田桐イ
マ
（
下
平
井
町
）
 

・

木
村
千
代
作
（
長
富
）
 
・
成
田セ
ツ
（
錦

町
）
 
・
三浦
菖
四
郎
（
飯
詰
）
・神
フ
II、（
幾

世
森
）
 
・
小
田桐
い
そ
（
元
町
）
 
・
「
一
上
き

ぬ

（
湊）
 
・
新谷
さ
た

（
前
田
野
目）
 
・
花

田
繁
作

（
松
島
町）
 
・
鎌
田
直
吉（
前
田
野

目
）
 
・
小関
テ
ル
ョ

（
大
町）
 
・
須
藤銀
造
 

（
野里
）
 ・
長
利
ヤ
ェ

（
前
田
野目
）
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「
り
赤
、
い
り
ん
ご
を
出
 

ー
 
マ
〈
 荏
又
 
臨
 

り
が

と
う
ご

ざ

い
ま

す
 

高

額
寄
附

者
表

彰
 

ど
う
も
あ

り
が

と
う
ご

ざ
い
ま
す
 

0
養
護
老
人
ホ

ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
J
F
T
D
青
森
地
区
会
（
荒
関
生
花
店
、
ま
や
ま
生
花
店
、
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
 

ワ
ー
、
あ
き
む
ら
フ
ラ
ワ
ー
）
廿
寄
贈

（
ァ
レン
ジ
フ
ラ
ワ

ー
）
。
 

〇
津
軽
野
保
育
園
園
児
六
十
名
（
渋
谷
守
夫
園
長
）
慰
問
（
歌
披
露
）
、
 

寄
贈

（
手作
り
虫
マ
ス
コ
ッ
ト
を
入
所
者
全
員
）
。
 

⑥
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
嶋
谷
税
務
会
計
事
務
所

（嶋
谷
税
理
士
）
廿
十
八
万
円
。
 

〇
五
所
川
原
料
飲
店
組
合

（
福井
宏
昭
理
事
長
）
廿
七
万
四
千
八
百
七
十
九
円
 

（
ナイ
ト
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
）
。
 

〇
江
良
正
春

（
栄
町三
六
）
廿
十
万
円
。
 

〇
松
緑
神
道
大
和
山
（
東
郡
平
内
町
）
廿
三
十
万
円
。
 

＠
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
浜
田
悦
子
さ
ん
 
八
重
菊
二
〇
の
四
六
）
廿
二
十
万
円
。
 

3 平成9年10月15日 

五所川原市立図書館からのお知らせ 
読書週間が始まります。この機会に図書館にいら JJ し 

ゃいませんか。 
今年は 「鳥」に関する展示と「本のリサイクル」を行 

います。読書推進のパンフレットもさしあげます。 
読書の秋を楽しむための本を見つけてください。 

日 時 11月 1日（D~1 1月9 日（日） 
=3日（月）4日吹）は休館日です一 

午前 9時30分～午後4時30分 

本のリサイクル図書館で受け入れなかった本をほしい方にさしあげます。 

市税の納期 

市（県）民税（第3期） 
国民健康保険税（第4期） 

10月31日（金）です。 
～お忘れのないようお願いします～ 

曾
意
の
花
か
④
心
 

九
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で

ー
ッ
谷

地
区
の
赤
ー
い
り
ん
ご
の
並
木
道
で

赤
、
い
り
ん
ご
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

収
穫
を
行
っ
た
の
は
、
市
公
園
管

理
セ
ン
タ
ー
の
職
員
た
ち
で
真
っ
赤

に
熟
れ
た
赤
、
い
り
ん
ご
を
慣
れ
た

手
つ
き
で
も
ぎ
取
っ
て
い
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
昨
年
よ
り
若
干
少
な
く

百
五
十
六
箱
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
り
ん
ご
は
、
ワ
イ
ン
や
ジ
ャ

ム
に
加
工
さ
れ
ま
す
。
 

十
月
一
日
、
今
年
度
市
に
対
し
、
 

高
額
（
十
万
円
以
上
の
金
品
）
の
寄

附
を
さ
れ
た
個
人
、
団
体
に
高
額
寄

附
者
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
 

今
年
度
は
、
昨
年
よ
り
五
件
多
い

二
十
八
人

（
団
体）
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
 

◇
団
体
名
 

青
森
県
印
刷
業
組
合
五
所
川
原
支
部

株
ま
る
や
ま
東
北
五
所
川
原
店

五
所
川
原
学
校
薬
剤
師
会
 

東
北
電
力
囲
五
所
川
原
営
業
所
 
 

医
療
法
人
社
団
清
泉
会
布
施
病
院
 

卿
桑
田
建
設
 

飯
詰
小
学
校
新
築
記
念
事
業
協
賛
会
 

三
好
中
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念
実
 

行
委
員
会
 

五
所
川
原
市
体
育
振
興
協
力
会
 

東
北
ァ
サ
ノ
運
輸
囲
 

富
士
通
翻
 

囲
電
通
 

◇
個
人
名
 

三
和
 
満

（
松島
町
）
 

田
中
 
和
弘

（
漆川
）
 

須
藤
 
れ
ん

（福
山
）
 

三
上
伊
九
三
（
中
平
井
町
）
 

三
上
 
セ
ツ
（
田
町
）
 

中
村
 
節
雄
（
姥
落
）
 

小
野
 
勝
美
（
田
町
）
 

丸
海
老
祐
造
（
大
町
）
 

原
 

功
 
（
新
宮
町
）
 

松
沢
永
八
郎
（
川
山
）
 

阿
部
 
育
也
（
羽
野
木
沢
）
 

木
村
 
忠
雄
（
鯵
ケ
沢
町
）
 

斉
藤
 
照
子
（
布
屋
町
）
 

横
山
 
京
子
（
松
島
町
）
 

石
岡
 
浩
（
福
山
）
 

三
上
 
竹
子
（
西
目
屋
村
）
 

（
敬
称
略

・
順
不
同
）
 



廿
誓
い
合
お
う
市

民
で
ス
ク
ラ
ム
 
暴力
排
除

廿
 

（
暴
力
追
放
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
 

F貞
一
一ど
ズ
方

f
ll二
ニ
ノ
‘
 

ノ
 

去
る
九
月
十
日
、
五
所
川
原
地
区
 
が

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

ポスター部門審査風景 

第 (i i暴力追放作品コン
五所川原地区審査言 

一
中

一
中

一
中

一
中

一
中
 年

）
 

年
）
 

年
）
 

年
）
 

年
）
 

10月11日出から 

10月20日月） 

全国地域安全運動 

～みんなでつくろう 
安心の街～ 

目目目（LI  

五所川原地区暴力追放推進協議会 

五 所 川 原 警 察 署 

五所川原地区防犯協会 

☆けん統の根絶と暴力の追放 

☆盗難の防止 

☆少年非行の防止と有害環境の浄化 

暴
力
追
放
推
進
協
議
会
（
会
長
・
五

所
川
原
市
長
）
は
、
五
所
川
原
市
中

央
公
民
館
で
第
六
回
暴
力
追
放
作
品

コ
ン
ク
ー
ル

（
主催

・
助
暴
力
追
放

青
森
県
民
会
議
）
五
所
川
原
地
区
審

査
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
標
語
部
門
に

高
校
か
ら
二
十
九
点
、
中
学
校
か
ら

二
士

二
点
、
ポ
ス
タ
ー
部
門
に
中
学

校
か
ら
三
十
二
点
が
寄
せ
ら
れ
、
審

査
員
の
亀
田
道
隆
五
所
川
原
警
察
署

長
ほ
か
協
議
会
役
員
が
審
査
に
あ
た

り
ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
、
標
語
部
門
で
高
校
の

部
六
点
、
中
学
校
の
部
六
点
、
ポ
ス

タ
ー
部
門
で
は
中
学
校
の
部
十
二
点
 

な
お
、
入
賞
さ
れ
た
作
品
を
県
民

会
議
へ
出
品
し
た
と
こ
ろ
、
左
記
の

と
お
り
入
賞
い
た
し
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
地
区
入
賞
者
 

標
語

部

門
 ●

高
等
学
校
の
部
 

金
賞
 
岩
城
 
知
恵
（
五
東高
一
年
）
 

，
船
醐
静
」」
 

銀
賞
 
神
 

琢
也
（
五所
高
一年
）
 

銅
賞
 
佐
々
木
理
絵
子
（
五東
高
一
年
）
 

佳
作
 
須
藤
 
幸
子
（
五東
高
一
年
）
 

佳
作
 
福
士
美
穂
子
（
五所
高
一
年）
 

佳
作
 
横
山
 

渉
（
五農
高
」犀
）
 

●

中
学
校
の
部
 

金
賞
 
斎
藤
 
千
絵
（
五「
弔
一年
）
 

勇
気

も
て
 

暴
力
と

め
る
 

心
の
輪
 

銀
賞
 
鹿
内
 
達
也
（
五

銅
賞
 
菊
池
ひ
と
み
（
五

佳
作
 
工
藤
 
藤
美
（
五

佳
作
 
成
田
 
亜
樹
孟

佳
作
 
石
井
 
宏
樹
（
五
 
 

ポ
ス

タ
ー
部
門
 

中
学
校
の
部
 

金
賞
 
野
村
宗
一
郎
孟

銀
賞
 
細
田
 
瑛
介
（
五

銅
賞
 
泣
谷
 
有
郁
（
五

佳
作
 
松
橋
 
優
好
（
五

佳
作
 
長
尾
 
翠
紀
（
五

佳
作
 
高
橋
 
竜
一
（
五

佳
作
 
小
田
桐
一
史
（
五

佳
作
 
工
藤
 
槙
子
（
五

佳
作
 
小
田
桐
由
佳
（
五

佳
作
 
帯
川
 
隼
人
（
五

佳
作
 
佐
々
木
邦
和
孟

佳
作
 
工
藤
 
和
樹
（
五
 

青
森
県
民
会
議
入
賞
者
 

f
標

証
門
部

門

l
 

●

中
学
校
の
部
 

金
賞
 
菊
池
ひ
と
み
（
五
」
甲
一年）
 

暴
力
に
 

町
の
み
ん
な

の
 

目
が

ひ
か

る
 

銅
賞
 
成
田
 
亜
樹
（
五
「
弔
一
年
）
 

暴
力
に
 

絶
対

や
め
よ

う
 

泣
き
ね
入
り
 

ポ

ス
タ
1
部

細
巳
 

●

中
学
校
の
部
 

銀
賞
 
野
村
宗
一
郎
（
五
一中
一
年
）
 
 

第
ニ
十
八
回
学
区

対
抗
 

マ
マ

さ
ん
 

F
 

体
育
大
会
」
 

第
二
十
八
回
学
区
対
抗
マ
マ
さ
ん

体
育
大
会
が
九
月
十
四
日
、
約
三
百

名
の
選
手
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

各
種
目
に
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
参

加
し
た
選
手
は
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

す
と
と
も
に
プ
レ
ー
を
通
じ
て
交
流

を
深
め
、
大
い
に
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
お
り
ま
し
た
。
 

★
総
合
成
績
 

・

第
一
位
 
栄
小
学
区
A
 

・

第
二
位
 
五
所
川
原
小
学
区
A
 

・

第
三
位
 
南
小
学
区
A
 

・

第
三
位
 
中
央
小
学
区
A
 

★
種
目
別
成
績
 

マ
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
 

・

第

一
位
 
栄
小
学
区
A
 

・

第
二
位
 
南
小
学
区
A
 

・

第
三
位
 
飯
詰
小
学
区
 
 

・

第
三
位
 
五
所
川
原
小
学
区
A
 

・

最
優
秀
選
手
賞
 

栄
小
学
区
A
 
小
川
淳
子
 

・

優
秀
選
手
賞
 

南
小
学
区
A
 
加
藤
奈
穂
子
 

▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

・

第
一
位
 
栄
小
学
区
A
 

・

第
二
位
 
栄
小
学
区
B
 

・

第
三
位
 
中
央
小
学
区
A
 

・

第
三
位
 
藻
川
小
学
区
B
 

●

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
 

・

第

一
位
 
五
所
川
原
小
学
区A
 

・

第
二
位
 
栄
小
学
区
A
 

・

第
三
位
 
五
所
川
原
小
学
区
B
 

・

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
 

長
尾
美
秋
コ
ー
回」
（
五小
A
）
、高

橋
幸
江

（
中
央
小A
）
、佐
藤
節
子
 

（
栄小
A
）
、工
藤
恵
美
子
（五
小
B
）
。
 

▼
綱
引
き
 

・

第
一
位
 
栄
小
学
区
A
 

・

第
二
位
 
中
央
小
学
区
A
 

・

第
三
位
 
松
島
小
学
区
A
 

・

第
三
位
 
南
小
学
区
A
 

ノ
 

中
一年
）
 

中
」年
）
 

中
一
一
年
）
 

中
一一年
）
 

史
一年
）
 

中
一
年
）
 

中
一
年
）
 

中
一
年
）
 

中
」年
）
 

中
一年
）
 

中
「年
）
 

中
」年
）
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ともに支え合う 男女共同参画社会をめざして 男女共同参画社会をめざして 苗 

学習や訓練 
ーョ難  

× 	’ f 36.1 
の機会を ど・】く 

情報が身近 
にわかる 
よ う に Ii三~ 
	志ヲ38.8  

一細43 6 

増 や す 

蕪 
学校で必要
性を教える 

6 
6 
6 

必、 要 で一ーーー一16 
ある と は ・什】二弓 6 
思わな L" 131.…I 6 

わからなし 
J  1

239  

啓発活動を
す る 

1I3.8 
．・ンンンン．り】・:.:4 19 9 

9.5 

家庭で必要
性を教える 
	よgg 

115.2 
ソー’・軍喜・】剖 17.5 

をン113.7 

家庭責任を 
男 性 も ・×・】 	― 

持 	つ 緯熱 

仕 事 と 
子育ての ・三・！く 

両立を支援 主り 

:110.8 

iら 

つ
 

I 30.3 

国49.94  
り撃響軍152.3 

19.5 

'?'4 6 

体
性

性
一

全

男
女
 

口
圏
ロ
 

女性の社会参加に必要なこと（複数回答） 
	

（単位】％ ) 

0 	10 	2u 	30 	40 
	

50 	60 
I 
	

」 

⑥はつらつ女性課 

ぺ“ぐ人 

内線236 	 ゃ 
、、声ヴ」さ～一 人 一ー一一一，一， 

五所川原市役所 公35-2111 

し 

嗣昆営~ロン 

青松園祭テーマ 

しとき 1 1月 9 日（日） 10 : 00---15 : 00 

〇ところ 青杉§園 

〇催し物 抽選会、 フリーマーケツト等

〇問い合わせ 青松園 客 3 7- 3 1 1 1 

※五所川原駅からの無料送迎バスをご利用

ください。 (9 : 50発） 

剃回飯詰地区農産物品評会並びに 

書画作品展ーふるさと写真展と内海草披展二 

ンとき 1 1月 8 ・9 日 （土・日） 

9:00-18:OO (2 日目は16 : 00まで） 

ンところ コミュニティセンター飯詰 

>主な催し 農産物出品・ふるさと写真展 

内海草坂展 

※ふるさとど写真展の作品を募集しています 

レ問い合わせ 

容 3 7 一 2707 長峰 

客 3 7 一 3701 飯詰支所 

\ 
, 

第8回五所川原武道演武会 

レとき 10月 26 H(H) 9: 30- 

＞ところ 五所川原工業高等学校体育館 

＞参加団体 

少林寺拳法協会・柔道協会・剣道協 

会・弓道会・銃剣道協会・空手道協会 

・相撲協会 

※観閲者には、記念品を差し上げます一 

3歳になったら幼稚園へ 
一五所川原市立幼稚園協会一 

ン願書配布 	1 0月1 日～ 

ン願書受付 	1 1月1 日～ 

⑥詳しいことは、 各幼稚園ヘ 

・ひまわり幼稚園（元町雪3 4-5 0 8 0) 

・富士幼稚園（みどり町雪 3 4-7 9 7 4) 
・五所川原幼稚園 

（唐笠柳合3 5- 5 1 5 0) 
・聖心幼稚園 	（末広町客3 4-2 2 2 2) 

1 

．ノ 

やさしさのあるまちを 
I 仕事と社会参加② 

I‘ 	里‘降‘、家車 lr 彦ミ加か ソ 	 ノJI-」一 u ニつ、寸I‘、ー少 UH'4 

1 女性の社会参加を進めるために必要なこととしてあ

り げられた第1位は、 「仕事と子育ての両立を支援する 

体制の整備」で49. 9％と高い支持を得ています。 

2位は「情報が身近にわかるようにする」で38. 8 
％、 3位は「学習や訓練の機会を増やす」で35.9 
' ％となっています。 

， 「啓蒙活動をする」 「家庭で必要性を教える」 「学 

U 校で必要性を教える」などは、 10％台にとどまって 

y います。 

叱 このような結果から、女性の社会参加の必要性につ 
、、  
1 いての意識啓発の段階はすでに終わり、現在は実際に 

U 参加するための具体的な条件を整えることを望んでい 

v るようです。 

ぎ 性別でみると、特に「家庭責任を男性も持つ」を支 
、、 
	 ーー 」 ー ノ ー ー 、 1

」 ’ ー ーI一＝一 I一 ‘ノJI」一 、J 」 J 一 」 4ノ、 

1 持する女性は男性の2倍になっていますが、それに対 

U して男性は「啓蒙活動をする」が女性より多くなって 

、1 おり、意識の差がはっきり表れています。 

義いー一＝ーーり‘一ーー 	べ； /-;;;;--- r.)-ー 
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届出しよ 

簡単てす’ 

\ \『、 

C り1 
. 

/ 

届出書 \ 

「育児・介護休業法」に基づ〈給付金のお知らせ 

育児や家族の介護を行う労働者の仕事と家庭と

の両立を支援するための措置を講じた事業主に対

して「育児・介護雇用安定助成金」を支給するも

のです。 

(1）介護休業制度導入奨励金 

介護休業制度を平成11年 3月31日までの間に

導入した事業主で、利用者が生じた場合に支給

します。 

②介護勤務時間短縮等奨励金 

短時間勤務制度などの介護勤務時間短縮の措

置を、平成 9年4月1日以降平成11年 3月31日
までの間に導入した事業主で、最初の利用者が

生じた場合に支給します。 

⑧育児・介護等退職者再雇用促進給付金 

再雇用特別措置を実施する事業主であって、 

この制度に基づき、再雇用の申出をしていたも

のを再雇用した事業主に対して支給します。 

④育児・介護費用助成金 

労働者が育児・介護サービスを利用する際に

要した費用の全部又は一部について補助等を行

った事業主に対して、その補助金の額の一定割

合を助成します。 

⑤事業所内託児施設助成金 

労働者のための託児施設を事業所内（労働者

の通勤経路又はその近隣地域を含む）に設置す

る事業主に対し、その設置、運営及び増築に係

る費用の一部を助成します。 

c問い合わせ 財21世紀職業財団 青森事務所

〒030 青森市中央1の25の 3 青森共栄火

災ビル 4階 雪0177-76-2020 

K命知らせ＞ 
「わ・五所川原会」総会・懇親会開催 

レと き 10月25 日（土）17 : 30 

レところ 文祥堂イベントホール（東京都内） 

公 0 3-3566-3539 

ン会 費 5,000円 

ン申し込み 10月17日（金）までに市総務 

課へ ”内線402 

，農業用免税軽油の申請について 
平成 l0年に使用する農業用免税証の交イ寸

申請書を受不士します。 

〇と き 1 1月 7 日（金）9 : 00-15 : 00 

〇ところ 五所川原合同庁舎1階相談室 

~ ※申請月読氏は県税事務所、農業協同組合及

び軽油販売店にあります。 

〇問い合わせ 五所川原県税事務所間税課

容 : 1一 21 1 1 内線207 ・2 0 2 

最低賃金が改正されました孟 
最低賃金周知旬間 11月21日～11月30日

スローガン 

最低賃金 きっちりチェック 
しっかりキャッチ 

新青森県最低賃金は、 10月 3 日から効カ 

が発生し適用されています。 

〈新最低賃金〉 

r 
雪0l 77 一 34 一 41 1 1 

第5回働く婦人の家利用者発表会 
心に豊かさとゆとりを求めて 

◆期日 	平成 9年10月25日（土）10: 0O-18I 30 

10月26日（日）10: 00-.-15: 30 

◆主f雀 五所川原市働く婦人の家利用者会 

◆後援 五所川原市 

●主な催し物 

C25日（土）〕 記念講演 13 】 35-14 】 30 
演題「元気のでる話あれノこれノ」 

講師 黒石ナナコ氏（笑ェンタープライズ代表） 

C26日（日）〕五所川原女声コーラス演奏会 

14: 00-15 : 00 
※両日とも作品展示・お茶会・食堂・喫茶・

チャリティーバザーなどもあります。 

青森県生き生き健康県民運動健康展力洞時に開催されます 

◆問い合わせ・ 市働く婦人の家 

客 35 一 8898 FAX35 一 8 ()5 3 

計画外米の売り渡しには届け出が必要です 

食糧法において、計画出i「1」う」ぐ（白主1充通米

及び政府米）以タトの米穀を、消費者等に直接

販売する場合には、農林水産大臣に届け出を

行わなければならないことになっています。 

⑥届け出の方法 届け出書に 

l必要事項を記入し食糧事務 亡コ“A'+ 一タこづーーく二 Hーノ、、ー」ペノI一ず .Jz-,J 尾 、しよ 
所に持参または郵送により 1フI～ゴ、丁そ＝' d、 ハー  『 J、  ＝サPセユ～＜」、 ソ 	

‘ー レ 、“ 一 →一  ， 
届け出ください。 

※届け出書は市農協支所ま

たは農林水産課にございま支

⑥問い合わせ 青森食糧事務

所五所川原支所合35-2138 届出書 ＼ 

FAX35-2167 

”ー’一一一 日額 4,629円

時間額 579円 

@）問い合わせ 青森労働基準局賃金課 
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く

房・ 

●健康に向かってGO！教室● 

～水中運動で楽しい健康づくり～ 

“水の中を歩く・水の中で身イ本を動かす” 

ことを主体にした教室て二す。 

「何か運動したほうがいいかな？」 とお考 

えのあなた、健康づく りの第一歩としてイ本験 

してみませんか。 

く＞と き l0月 30 日（木）13 : 00-15 : 30 
◇ところ スポ’ーツアカデミー五所川原 

◇内 容 ウォークスイミング体験 

みなさんと保健婦でつくるグループワー 

ク 「自分にあった運動と健康づくり」等 

◇定 員 50名 ◇参加費 無料 

◇申し込み 市はつらーっ女性課（内線232）へ 

男性のための料理教室 
酒の肴にもなるおかずを簡単に作るコツを 

教えます。 

ンと き 10月23 日（木）10 : 00-13 : 00 
>ところ 働く婦人の家・保健センター 

＞対 象 一般市民と食生活改善推進員 

ン料 金 一般市民は無米斗 

ン申し込み 市はつらつ女性課まで（内線232) 
レ主 催 五所川原市食生活改善推進員会 

平成9年度 消防設備士講習 
ト受講対象者 

(1）消防設備士免】伏の交付を受けた日から 2 
年以内の者一 

(2）上記の講習を受けた日及び前回受講した 

日から 5年以内の者 

ト講習日時 11月26日（水）~28日（金） 

（講習時間は、すべて9時～17時まで） 

ト講習会」易 青森市新町2丁目8の26「青森県火災共済会館」 

ト受付一期間 10月20日～11月 7 日まて三 

ト問い合わせ 消防本部予防課へ雪35-2019 

五所鋤隙市立図書館から 妬2 

〇本を読む人は若い あれこれ 
当館においでになる方は素敵な方が多いで

す。好きな本を自分で選べるのは脳細胞が若

い証拠です。そのうえ、礼儀正しい模範的な

利用者が多いのも特徴です。楽しく読書して

さらに若返ってください。 

7 平成 9 弁 10月15日 

集 、gう 
一多てフ 

平成10年度「看護学生」 募集 

募集人員 40名 

修業年限 3年（ただし、第 3学年は臨床実習） 

（、入学資格 准看護婦（士）で次のいずれか 

に該当する方 

(1）免許取得後、 3年以上看護業務に従事 

した人（平成10年 3月で3 年を含む。） 

(2）高等！学校卒業者（耳勾戎10年 3月卒業見 

込み、の人を含む・。） 

(3）高等学校衛生看護科卒業者（平J戎10年 

3 月卒業見込みの人を含む。） 

〇願書受付期間 平成 9年12月 8 日（月）~ 
12月16日（火） （当日消印有効） 

C 試験期日 平成10年1月28日（水） 

〇試験科目 現代社会、国語、英語、看護学、 

作文、面接 

〇願書受付・試験会場・問い合わせ 

市立高等看護学院（合 3 4 -2 7 1 5) 

『わがまちの小さな旅』 
し、にしえ 

ー賛珠山古への旅― 
古来より、聖地として崇められてきた焚珠

山の名所・旧跡を訪ねて。 

・見学場所 松倉神社、賛三珠大滝、胎内くく。 

り、陰陽石、焚珠山頂（ー七大観音二）、犬走 

・鞠ノ沢須恵器登窯跡、原子郷蔵等 

・日日寺 10月27日（月）9: 00出発 

・集合場所 市役所正面玄関前 

・対象者 どなたでも可（山登りのできる履

物・服装で参加ください） 

・参加費 昼食代として500円（当日徴」収） 

・申し込み・問い合わせ 

市観光物産課まで、 

雪 3 5- 2 1 1 1 （内線392) 
※定員25名になりしだい締め切らせて 

レ、た大どきます。 

五所川原市役所 容35-2111 

, 



2日開会式 9:30 
漆川獅子舞 

演芸大会 
（ゲスト】竹谷美和子） 

3日開 場 9:00 
演芸大会 

ぐ 
声林産物共進会表彰式 

国民健康保険福引大会 
（ゲスト】原 かおり） 

第14回こしょがわら産業まつり 

◆ 11月 2 日（日）・ 3 日月） 

◆五所川原喉民体育館 

iわ 

せ五所川原市農賛 

第4回ごしまがおら菊まワり 
ロ主 催 こしょがわら菊まつり実行委員会

ロ問い合わせ 五所川原市観光物産課内線392 茅 

く

雁 し 、こう 
zブてフ 

～いま、とれたての季節です～ 

10月22日（水） 	9 時～11時 

〇一日消防官、五戸斤川原地域防災協会及 

び幼年消防クラフ’による街頭広報パレ 

ード。 

ト火の用心 7つのポイント 

県下一斉に秋季火災予防運動が始まります。 

五所川原地区消防本部並びに五所川原消防署

では防火PRのため街頭パレード等を実施し 

ます。 1．  家のまわりに燃えやすいものを置かないくフ 

市民のみなさん、 「火の用心7 つのポイン 2．  寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。 

ト」 を守って防火にご協力ください。 3．  天ぶらを揚げるときは、 その場を離れな 

ト実施期間 	10月20日（月）~26日（日） し 、o 

ト統ー標語 4．  風の強いときは、たき火をしない。 

「つけた火は ちゃんと消すまで あな 5. 子供には、マッチやライターで遊ばせな 

たの火」 し 、o 

ト主な行事 6‘ 電気器具は正しく使い、たこ足配線はし 

10月20（月） 9 時～12時 
	

ない。 

〇消防署による防火パレード 
	

7． ストーブには、燃えやすいものを近づけ 

10月21日（火） 9 時～11時 
	

ない。 

平成 9年10月15日 8 

〇消防団による防火パレード 
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健康l,自い合圧任か 
~廷周tいー」又 v ’」丈二工i口’こ 

するために⑧ 

五所川原市食生活改善推進員会 

鯛琵舞短畔巻き： 
材料（4人分） 

白菜大 4枚 
鮭中骨缶小 2缶 
⑧プロセスチーズ 40g 

きくらげ4g 
にんじん 1/2本 
万能ねぎ少量 

⑧だし汁力ップ 1 
しようゆ大さじ 1・V3 
みりん大さじ 1 

⑥かたくり粉大さじ 1 
水大さじ 1 

しょうがのせん切り少量 

すくすく健診 
◆ところ 働く婦人の家・保健センター 

（新町バス停前） 

◆受イ寸U寺間 12 】 30-12 】 45 

◆持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

対 象 児 期 日 

4力月児 

健 	診 

平成 9年 
6月生まれノ 

11月 4 日 

（火） 

1 	歳 
6カ月児 
健 	診 

平成8年 

5月生まれノ 

11月25日 

（火） 

3 歳児 

健 	診 

平成6年 

7月生まれ 

11月20日 

（木） 

※お願い 4 カ月健診では、神経芽細胞腫検

査セットを配布しますので、来れなかった

方は母子健康手帳を持参のうえ、 はつらつ

女性課窓口にもらいに来てください。 

レディース健診を受けましよう 1 1 
~ 30歳代の女性のための健診～  

子どもは育ち盛り お父さAノはイ動き盛り

子どもが元気でトいられるよう「こ 

お父さんが病気にならないようにと気づかい

家族をいたわっている あなた自身は？

自分のことを考える暇もないくらい、家族のため

に体と心をつかったり、仕事や家事や育児に奮闘す

る30歳代女性の体をチェックする健診があります。 

＊健診月日 平成9年10月24日（金）、 27日（月）~30 

日（木） (5日間） 

＊受付時間 9: 3ft--10 】O0（健診所要時間は30分くらいです） 

＊対象 昭和33年4月1日～昭和43年3月31日まで

に生まれた女性で、まだ受けていない方

＊内容 血圧、尿検査、血液検査、診察（高血圧症、高

脂血症、貧血、腎臓病などの早期発見ができます。） 

＊場所 働く婦人の家・保健センター 

＊健診料金 無 料 ＊締め切り 10月20日（月） 

＊申し込み方法 お電話ではつらつ女性課までお申

し込みください。健診日程等は、通知いたします。 

「献血のご 

 

が 

 

◆と き 10月27日（月） 10 : 00-15 : 30 

◆ところ 東芝メディア機器株式会社前 

9 平成9年10月15日 

骨粗しょう症を予
防し、丈夫な骨づ〈 
りのための献立を紹

介します。 
常備できる鮭中骨

缶とこれから旬の野

菜“白菜”で作る上

品な味の和風おかず

です。しょうがを使

って塩分を控えまし

よう。 

●作り方 

①白菜は少々かために茄で、水気をきって冷ます。 

②鮭はほぐし、④はそれぞれ 5 mIll角の細切りにする。 

③①は芯をそぎ除いて、広げ、②をのせ、俵形に包む。 

④⑧で③を煮る。 

⑤④を取り出し、切って器に盛り、煮汁に⑥を加え、 

薄くずあんをつくり、かける。 しょうがを天盛り

にする。 

  

○献立のヒント 
・厚揚げの素焼き

おろし添え 
・ひじきの妙り煮 

 

・1人分栄養量 
エネルキー 115 kcai 
たんはく質 9.7g 脂肪 4.5g 
力ルシウム 1233mg 塩分 1 .5g 

  

   

すこやか発達相談 
◆ところ 働く婦人の家・保健センター 

（新町バス停前） 

開 設 日 時 	間 内 	容 

母と子の

相 談 日 

11月 5 日 

（水） 

11月19日 

（水） 

10 : 00--- 
12: 00 

13 : 00- 
15 : 00 

11/19の午
後は、予約
が必要で支 

・成長、発育相談 
・母子健康手帳の
節目（ 9 -10カ月、 
6カ月、1歳、2歳
等）の相談、育児、 
遊び、栄養（離乳
食等）相談 

※予約相談は随時、電話で受‘ナ付‘ナています。 

五所川原市役所 容35- 2111 
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⑥主 催 五所川原市文化振興会議
⑨主会場 中央公民館1 35-6056 

⑥日 程 
滴
  
1
0
 

 

×『田二 時 	 問 行 	事 馴
 
名

体
一
扇
 

綾
 
会
 

会 	 場 

19 13 	: 	30~ 17 	: 	00 日本舞踊発表会 ふるさと交流圏民センター 

10 26 9 	: 	Q0-17 	: 	00 県下俳句大会 五所川 原俳句会 3 階大広間 

11 9 9 	: 	00-18 	:30 県下短歌大会 五所川 原短歌会 3 階大広間 

11 1-3 

9 	: 	00-17 	:00 菊 花 大 会 五所川 原晩香会 1 階 

9 】 00H7 】叩(1・ 2日） 

9: 00-H5 : 30(3日) 
盆栽展示会 五所川 原盆栽会 1 階 

11 2
  

10 	: 	00~ 12 	: 	00 植物研究発表会 津 軽 植 物 の 会 2 階視聴覚室 

10 	: 	3O---]] 	: 	30 民謡発表会 五所川原民謡二ュ一盛会 1 階ホ―ル 

14 	: 	00- 	15 	: 	30 筆曲発表会 木 	の 	実 	会 ふるさと交流圏民セン夕― 

11 2・3 

10: 0ft--17 : 00(2日) 
10 : 0ft---16 : 00(3日) 

書道展示会 五所川原書道会 2 階第 1 会議室 

9 	: 	00-16 	: 	00 盤 景 展 示会 五所川 原紫操会 2 階第 2 会議室 

9 	: 	00-16 	: 	00 絵画 展示会 五所川原チャ一チル会 2 階廊下 

9 	:Q0~16:3Q 作品展示会 市老人クラブ連合会 3 階第 1 控室 

10 	: 	00 - 15 	: 	30 絵画展示会 光 	彩 	会 1 階ホ―ル 

9 	: 	00--16 	: 	00 生け花展示会 華 	道 	池 	坊 2 階第 4 会議室 

9 	: 	00---16 	: 	00 生け花展示会 華 道 遠 州 流 2 階第 3 会議室 

9 	: 	00--16 	: 	00 生け花展示会 華 道 小 原 流 2 階音楽室 

9 	: 	00-16 	:00 生け花展示会 華 道 龍 生 派 2 階工芸室 

9 	: 	00--16 	:00 写真展示会 五所川原写真クラブ 2 階サ一クル室 

9: 00-16 :00(2日) 
9: 00---15 :00(3 H) 

ちぎり絵展示会 和紙ちぎり絵しゆんこう 2 階廊下 

9: 00---16 :00(2 8) 
9: 0ft---15: 00(38) 

作 品 展示会 藤手芸趣味の会 3 階第 2 控室 

11 h
'u
  

10 	: 	00~ 15 	: 	00 市 民 茶 会 茶 道 表 千 家 3 階大広間 

10 	: 	00~ 15 	: 	00 市 民 茶 会 茶 道 裏 千 家 3 階大広間 

10 	: 	00~ 15 	: 	00 市 民 茶 会 茶 道 遠 州 流 3 階作法室 

10 	: 	00 - 	15 	: 	00 市 民 茶 会 茶 道 江 戸 千 家 1 階和室 

9 	: 	30-]Q 	: 	00 謡 曲 大 会 五所川 原宝生会 

階ホ礁 

10 	: 	Q0-11 	: 	00 尺ハ発表会 竹 	志 	会 

11 	: 	00-12 	: 	00 民謡発表会 五所川原民謡協会 

13 	: 	00 - 	14 	: 	00 津軽三味線発表会 津軽三味線滝栄会 

14 	: 	00 - 16 	: 	00 
詩吟発表会

筆曲 発 表会 

五所川 原吟詠会 

松 	葉 	会 

11 6 13 	: 	00 --- 16 	: 	00 市内文化碑巡り 五所川原文化振興会議 中央公民館前（13 】加出発） 

平成 9年10月15日 10 
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